
2023 年 ●月 ●日 

イベント支援事業者様 

沖縄県文化観光スポーツ部スポーツ振興課 

 本アンケートは、沖縄県でのスポーツツーリズム推進に向けた情報を収集することを目的に、本大会の参加者の皆様を対象

に実施しております。ご回答は匿名で全て統計的に処理しますので、皆様にご迷惑をおかけすることは絶対にございません。 

調査の主旨をご理解いただき、率直なご回答をお寄せいただけますよう、お願いいたします。 
 

ご自身についてお伺いします。選択問題につきましては、該当番号に〇をご記載ください。 

１．性別 1 男性  2 女性 3 答えたくない 

２．年齢 10 代、20 代、30 代、40 代、50 代、60 代、70 代以上 

３．居住地 1 沖縄県外（都道府県                   ）  

2 沖縄県内 

４．職業 1 会社役員 

4 自営業 

7 パート/アルバイト 

10 無職 

2 会社員 

5 自由業 

8 専業主婦/主夫 

11 その他（             

3 公務員 

6 派遣社員 

9 学生 

              ） 

５．同伴者 1 なし  2 友人  3 家族  4 その他（                        ） 

６．参加類型 1 参加者  2 関係者  3 観戦者 

７.イベントに参加しない同伴者（家族や友人等）の人数 （           ）人 

 

８．本イベントへの参加回数を教えて下さい。 

１．初めて ２．2 回目 

 

９．本イベントにどの程度満足されていますか。 

非常に満足    満足     どちらでもない   不満足    非常に不満足 

５ ・・・・・・・・ ４ ・・・・・・・・ ３ ・・・・・・・・ ２ ・・・・・・・・ １ 

 

10.本イベントの内容はどの程度満足されていますか。  

 
  

11．本イベントに参加された理由を教えて下さい。（複数回答可） 

１．沖縄での開催だから   ２．好きな種目だから   ３．他にないイベントだから   ４．誘われたから 

５．その他（                                                                  ） 
 

（１）効果測定実施概要

７.スポーツイベントモデル事業及び付帯事業に係る効果測定

今回採択した４事業全てに対して、以下の項目によるアンケート調査を実施。アンケート内容については、より
効果的なものとなるように、沖縄県と話し合いのうえ設定した。昨年度同様、オンライン化しスマートフォンで簡単
に回答ができる仕様とした。また、海外からの参加が多いイベントについては、より多くの回答を促すことができるよう
英語版を作成した。効果測定を行うにあたり、各事業で共通する調査項目を作成し各採択事業者へデータで
調査票送付し回収。その後、押見先生にて調査結果の分析と効果測定を実施した。

【アンケート調査表】
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（１）効果測定実施概要

７.スポーツイベントモデル事業及び付帯事業に係る効果測定

12．本イベントの情報を主にどこから入手されましたか。（複数回答可） 

 １．新聞  ２．テレビ  ３．ラジオ  ４．雑誌  ５．イベント HP  ６．SNS  ７．チラシ  ８．ポスター 

 ９．口コミ  １０．その他（                                                  ） 
 

 

13．本イベントに限らず、次年度もスポーツを目的とした沖縄旅行をしたいですか。 

1. はい    2. いいえ 

 

14．参加したいスポーツを教えてください。（Q13 で「はい」と回答した方のみ回答）（複数回答可）   

１．マリンスポーツ系イベント ２．マラソン系イベント ３．サイクリングイベント ４．トライアスロン 

５．ウォーキングイベント ６．チームスポーツイベント ７．武道系イベント ８．ｅスポーツ系イベント 

９．その他（                                                            ） 

 

15．今回の旅行はどのような形態で旅行されましたか。  

１．個人旅行（交通・宿泊等を自分で手配） 

２．パッケージツツアー（団体旅行・フリ―プラン型を含む ） 

 

今回の沖縄滞在での消費金額についてお伺いします。以下の項目について、1人当たりの金額（円）をお知らせください。 

16．個人旅行（Q15で個人旅行と回答した方のみ回答） 

ご自宅から沖縄までの往復交通費（円）をご記入ください。 

例）50000   

往復交通費計：               円 ※ご自宅から沖縄までの交通費 

 

17. 個人旅行（Q15で個人旅行と回答した方のみ回答） 

沖縄での宿泊費合計（円）をご記入ください。 

例）20000  

宿泊費計：                  円 

 

18. パッケージツアー（Q15でパッケージツアーと回答した方のみ回答） 

ツアーの参加料金合計（円）をご記入ください。 

例）120000  

ツアー参加料金：                  円 

 

19. パッケージツアー（Q15でパッケージツアーと回答した方のみ回答）（複数回答可） 

ツアーに含まれている内容を教えて下さい。 

1、スポーツ大会・イベント出場券、観戦チケット 

2、県内での観光 

3、昼食 

4、夕食 

5、レンタカー 

6、公共交通機関（飛行機を除く） 
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（１）効果測定実施概要

７.スポーツイベントモデル事業及び付帯事業に係る効果測定

20. ★旅費以外の沖縄県内での消費  

沖縄県内での交通費（円）をご記入ください（レンタカーを含む）。  

県内交通費：                    円 ※レンタカーを含む 

 

21. ★旅費以外の沖縄県内での消費 

沖縄県内での土産・買物費（円）をご記入ください。 

土産・買物費：                   円 

 

22. ★旅費以外の沖縄県内での消費 

沖縄県内での飲食費（円）をご記入ください。 

飲食費：                       円 

 

23. ★旅費以外の沖縄県内での消費 

沖縄県内での娯楽費（円）をご記入ください。 

娯楽費：                       円 

 

24. ★旅費以外の沖縄県内での消費 

本イベントの大会参加費・観戦費（円）をご記入ください。 

大会参加費・観戦費：               円  

※ツアー費に参加・観戦費が含まれている場合はその金額は記入しないで下さい。 

 

25. ★旅費以外の沖縄県内での消費 

上記の項目以外での消費（円）がございましたらご記入ください。 

その他：                                円 

 

沖縄の観光について 

26．沖縄を訪れたのは何回目ですか。（○は 1 つ） 

1．今回が初めて 2．2～4 回 3．5～9 回 4．10 回以上 5．沖縄県内在住 

 

27．今回の沖縄での宿泊日数を教えてください。  

宿泊日数：                      泊 

 

28．本イベント参加以外はどのように過ごされましたか。 （複数回答可） 

１．特になし ２．観光（スポーツアクティビティを含む）３．観光（スポーツアクティビティを含まない） 

４．その他（                                                   ） 

 

29. どのようなスポーツアクティビティを行いましたか。（Q28で観光（スポーツアクティビティを含む）と回答した方のみ回答） 

   （複数回答可） 

１．マラソン ２．サイクリング ３．ゴルフ ４．マリンスポーツ ５．その他（              ）                                

 

 

 

30. 沖縄県は、豊かな自然と温暖な気候に恵まれるなど、スポーツにふさわしい環境にあります。その特徴を活かした「スポーツアイランド沖縄」の形成

のため、スポーツツーリズムを促進する様々な事業を行っているところです。そこで、「スポーツアイランド沖縄」という言葉を知っていますか。 

１．はい ２．いいえ 
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（２）イベント参加者アンケート回答結果

７.スポーツイベントモデル事業及び付帯事業に係る効果測定

①株式会社ジャパンリーグ
アンケート回答数：日本語61件 英語15件

45



（２）イベント参加者アンケート回答結果

７.スポーツイベントモデル事業及び付帯事業に係る効果測定

②一般社団法人沖縄県サイクルツーリズム推進協会
アンケート回答数：142件（日本語のみ）
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（２）イベント参加者アンケート回答結果

７.スポーツイベントモデル事業及び付帯事業に係る効果測定

③沖縄ビーチスポーツフェスティバル実行委員会
アンケート回答数：85件（日本語のみ）
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（２）イベント参加者アンケート回答結果

７.スポーツイベントモデル事業及び付帯事業に係る効果測定

④株式会社琉球コラソン
アンケート回答数：日本語48件 英語41件
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（３）過去のスポーツイベントモデル事業について自走化状況の把握・報告

７.スポーツイベントモデル事業及び付帯事業に係る効果測定

昨年度、定着化枠支援を行った「沖縄フレスコボールキャンプ」や「ちゅらうみ海道サイクリング」については、今年度
は補助金無しの事業開催となり、新たに自走化を果たしたイベントとなった。
過年度自走化したスポーツイベントについては、新型コロナウイルス感染症の影響を機に、開催が難しくなったイベン
トも多い。一方、平成24年度に支援をしたイベントを含めて、12事業者の直近開催が確認できた。

支援年度 過年度の自走化スポーツイベント 直近の実施

平成24年度 Ryukyu Big Game Fishing Tournament 2023年 ４月実施

平成25年度 国頭トレイルランニング大会 2023年 12月実施

平成26年度 国際トロピカルカップ国際少年サッカー大会 2023年 12月実施

平成29年度 「レキオバトル名護 vol.2」及び「タイフェスタ in 名護2017」 2024年 3月実施

平成30年度 おきなわマラソン 2024年 2月実施

平成30年度 沖縄100Kウルトラマラソン 2023年 12月実施

令和2年度 ビーチサッカー沖縄カップ 2020年度より実施無し

令和2年度 アジア e スポーツツーリズム 2020年度より実施無し

令和2年度 女子サッカーフェスティバル 名前を変えて実施？

令和2年度 スパルタンレース 沖縄での開催はなし

令和3年度 やんばるトレイルラン 2024年 4月実施（予定）

令和3年度 アスティーダフェスティバル2023 2023年 2月実施

令和3年度 第2回ワールド琉球古武道チャンピオンシップ 2023年 12月実施

支援年度 昨年度支援イベント 実施

令和4年度 ジャパンウィンターリーグ 2023年11月～12月実施

令和4年度 スケートボードコンテスト「東京マガジンモータース presents 橋コン２０２２」 2022年度より実施なし

令和4年度 沖縄フレスコボールキャンプ 2023 2023年 6月実施

令和4年度 ちゅらうみ海道サイクリング 2024年 1月実施

49



（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

８.採択事業概算報告書

イベント名：ハンドボール冬季合宿 ～冬でも温暖な沖縄の気候を有効活用～
事業者名 ：株式会社琉球コラソン
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

８.採択事業概算報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

８.採択事業概算報告書
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８.採択事業概算報告書

イベント名：首里城復興チャリティーサイクリングイベント2023
事業者名 ：一般社団法人沖縄県サイクルツーリズム推進協会

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

55



（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

８.採択事業概算報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

８.採択事業概算報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

８.採択事業概算報告書

イベント名：沖縄ビーチスポーツフェスティバル2024（新規）
事業者名 ：沖縄ビーチスポーツフェスティバル実行委員会
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

８.採択事業概算報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

63



８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

８.採択事業概算報告書

イベント名：ジャパンウィンターリーグ トライアウト（定着）
事業者名 ：株式会社ジャパンリーグ
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

68



８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書

イベント名：ジャパンウィンターリーグ アドバンス（付帯）
事業者名 ：株式会社ジャパンリーグ
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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８.採択事業概算報告書

（１）スポーツイベント支援事業者概要報告書
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８.採択事業概算報告書

【首里城復興チャリティーサイクリングイベント】
2023年12月16日（土）視察
首里城復興祈念コース３０KMを視察。グッズ販売もされており、参加者もファンライドを楽しんでいた。
また、グループに分かれ、安全管理も徹底していた。

【ハンドボール冬季合宿】
2024年1月24日（水）視察
ANA浦添アリーナ（体育館）での合同練習を視察。台湾・シンガポール・福岡から選手が集まり、練習風
景は賑やかではあったが、観客がおらず、盛り上がりに欠けていた。

（２）事務局による採択イベントの視察
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８.採択事業概算報告書

【ビーチスポーツフェスティバル】
2024年1月10日（土）視察
無料体験やキッチンカーも出店しており、ビーチ利用者も参加しやすい環境づくりであった。

【ジャパンウィンターリーグ】
2023年12月6日（水）視察
コザしんきんスタジアムとANA浦添ボールパークにて試合が実施されていた。視察日に「リアル野球盤」が行わ
れていたこともあり、海外選手と日本選手・観客との交流を見ることができた。2球場で実施されている違いが
分からず、観客も数えられる程度だった。

（２）事務局による採択イベントの視察
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（1）スポーツイベント支援事業実施の成果及び課題等

９.事業総括

【株式会社 ジャパンリーグ】

成果
・県外・海外からの参加者が多く、ツーリズムの観点から滞在中の経済効果は高いイベントである。
・SNS（インスタグラム・X）が頻繫に更新をされていたこともあり、情報発信力が高かった。
・JICAとの連携等、ニュースにも取り上げられており、注目度は高かった。

反省
・来場者と選手との交流機会があったものの、全体を通しても来場者が少なく、イベントとしての盛り上がりが小さ
かった。
・台湾ウィンターリーグと時期が重なったことで、プロの選手の参加がなく、注目度が低かった。
今後自走化していくためにも、台湾ウィンターリーグとの差別化を図り、イベント前のPRに注力していくべきである。
・収支において課題が多く、担当者（選任）を置いて、対応すべきであると考える。

【株式会社 琉球コラソン】

成果
・海外からの参加者が多く、ツーリズムの観点から滞在中の経済効果は高いイベントである。
・県内ではジュニアチーム、海外では台湾・シンガポール・マカオからの参加もあり、参加者の目標数を上回った。
・沖縄県はハンドボールの競技レベルが高く、沖縄で開催することで、今後参加者も増える可能性がある。

反省
・1月のハンドボールキャンプを定着させるためにも、県外参加者や観客数を増やす取り組みが必要である。その
ためにもきっかけづくり（国内トップチームの参加等）が必要だと考える。
・告知期間が短く、会場の確保や参加チームの確保など前広に動く必要がある。

【ビーチスポーツフェスティバル実行委員会】

成果
・沖縄のビーチを大いに活用できるイベントである。また、競技を追加していくことも可能であり、本イベントの競技
人口や帯同者も増えることで、沖縄経済への貢献に期待できるイベントである。
・地域（豊見城市）との連携もあり、キッチンカー出店等の賑やかしがあった。

反省
・参加人数が当初の目標より大幅に減少した。2月の入域者数が多い時期での開催ということで、イベントに参
加するメリットを明確に周知していくことが集客増加に繋がると考える。
・主にフレスコボール協会のみが動いていたように見受けれらる。また、当初予定をしていなかった会場費発生や
スポンサーが獲得できなかったこともあったので、3競技団体で連携しての体制強化や、役割を明確にする必要
がある。

【一般社団法人サイクルツーリズム推進協会】

成果
・首里城復興のイベントということもあり、県内からの参加者は目標数を上回った。
・ファンライドということで、複数のコースに分かれており、初心者でも参加しやすいイベントであったと思う。

反省
・目標より大幅に海外・県外からの参加人数が減少した。
・せっかく「首里城復興」という目的があるイベントなので、首里城に関連した付加価値つけ、効果的なプロモーショ
ンを行う必要があると考える。
・県内を周遊するため、地域色が強いイベントでもある。地域と連携し、経済効果を創出できれば良いと考える。
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（2）本事業における事務局総括

９.事業総括

【成果】

・本事業においては新規枠３事業者、定着枠１事業者で合計４事業者の補助を行い、すべての事業者が
無事にイベント実施を終了することができた。3月に行った事業者報告会ではそれぞれの事業者が今年度の
課題を明確に整理しており、次年度以降の開催に向けても良い傾向であると感じた。

・今年度は、例年本事業を実施するにあたり課題としている「事業者精算」に注力して対応を行った。証憑書
類のファイリング見本の作成、Dropbox（共有フォルダ）の導入、イベント実施前の中間監査等の実施によ
り、業務効率ならびにスムーズな精算対応を行うことができた。

・ジャパンリーグにおいては、イベント実施期間が長期となり、県内での消費額が平均約302,740円となった。
また、コロナウィルスにより制限を受けないイベント開催となり、ジャパンリーグと琉球コラソンは、海外からの参加
者も多く、経済効果は高くなった。

【課題】

・事業者とは都度コミュニケーションを取りながら進めてはいたものの、事業者から変更の報告がなかったこと等
、より詳細に確認を行う必要があると課題に感じた。事業者によって、イベント実施や補助金制度に対しての
慣れの差を感じた。次年度以降も本事業を実施していくうえで、今一度事務局の役割を整理する必要があ
ると考える。

・公募から応募までの時間が短く、体制が整わないため応募を辞退した事業者もおり、不備を含めても応募
件数がコロナ時期より減った。事業者の準備期間を長く設定したほうが、より良い企画も出来上がると思うの
で、応募期間は1ヶ月程度設けたほうが良いと感じた。

・今後も継続して本事業を推進していくうえで、事業者には「補助金の在り方」を認識してもらう必要があると
感じた。一般的な集客イベントと区別する上で「誘客」、「優位性」、「持続可能性」等の一定の条件を募集
時に設けるなどを行うことで、企画の計画段階から事業者にはその趣旨に則った提案を準備してもらうことが可
能となると感じた。

・また、補助の応募枠である「新規枠」と「定着枠」の２つについても、事業者に対して明確な説明を行う必要
がある。例えばそれらの定義を“事業主体が同じ”、“イベント名が同様である”、“実施内容が同様”、などの条
件を設けることで、3カ年を上限とする補助枠に明確な定義が可能となる。
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